
  

 

 

 

ニュースリリース 

平 成 2 3 年 1 2 月 2 日 

株式会社日本政策金融公庫 

   農 林 水 産 事 業 

 

６次産業化で農業経営の７割強が所得向上を実感､今後の事業拡大に意欲 

課題はブランド化や人材確保 
 

－ 日本公庫調査結果 － 
 

農業の新ビジネスモデル、６次産業化をどうみるかー日本政策金融公庫（日本公庫）が選定した農業者を対

象としたアンケート及び面談調査で、回答者の７割強は、所得向上につながったことを実感し事業規模の拡大

につなげていく考えでいることが明らかになった。今後の課題については商品の差別化・ブランド化、優秀な

人材の確保、資金調達、マーケティング力を重視しているのが特徴だった。 

〈ポイント〉 

○ ７割強が所得向上を実感、今後の事業拡大に意欲 
農産物を市場流通に委ねるだけでなく、産直など直接販売を行うと同時に、農産物加工、さらに流通も手掛

ける６次産業化のメリットとして「所得の向上」を挙げた回答者は74.5％と突出した。続いて「生産の拡大」

「企業経営の確立」「社員のやりがい向上」などが目立った。面談調査では、直接販売に伴い価格決定も主導

的に行えることで利益率が向上したとの声が多く、市場流通の需給関係に左右されずに済む点をメリットに感

じていることが判明した。 

このため、今後の経営展開についても、回答者の76.2％が規模を「拡大」すると回答している。現状維持は

17.7%、「縮小」「廃止」を合わせても1.2%のため、６次産業化への取り組みが定着したことをうかがわせる。 

なお、６次産業化に踏み切った農業者の営農類型別回答数は野菜が最多で、続いて果樹、酪農、養豚、稲作

などだった。また販売の形態は、自社店舗での直売、スーパーなどとの産直、インターネット販売や通信販売、

そして「道の駅」などの直売所への委託販売が目立った。 

 

○ 取組み課題は商品のブランド化、人材確保、資金調達、マーケティング力など 

 今後の取組み課題で重要と考えるものについては、67.3 %が「商品の差別化・ブランド化」を挙げ、次いで

「必要な人材の確保」が 55.8％にのぼったほか、「円滑な資金調達」「マーケティングにもとづく商品開発」

「販路拡大に向けた営業努力」が目立った。１次産業の農業生産技術以外に、６次化のカギを握る農産物加工

や接客・営業・会計などの知識、さらに経営人材の確保を重視していることが判明した。 
 また、６次産業化に取り組んだ年数は平均 13.5 年で、黒字化までは平均 4.1 年という結果だった。経営を

軌道に乗せるには綿密で無理のない長期的資金計画、粘り強い取り組みが必要との声が多かったのも特徴だ。 

 

調査時点・方法  平成23年７～10月・郵送アンケート及び面談による調査 

調査対象      ６次産業化に取り組む農業者（主に当公庫融資先の農業法人・個人事業者） 

調査先数     郵送アンケート 297（回収数165（55.6％））、うち面談 23 
 
 

 



①生産地の立地条件

②６次産業化の形態

調査時点・方法

 

平成23年７月・郵送によるアンケート調査
調査対象

 

６次産業化に取り組む農業者のうち日本公庫各支店農林水産事業が都道府県
ごとに概ね5先ずつ選定した融資先等297先（東日本大震災の被災地域は除く）

調査先数

 

297（回収数

 

165（55.6％）、うち野菜39、果樹27、酪農18、養豚18、稲作17、
畑作10、肉用牛9、採卵鶏8、茶5、きのこ4、ブロイラー4、花き2、その他畜産1、
その他3 ）

【本調査では６次産業化を、「従来のように生産物を市場経由で販売するだけでなく、消費者への直接販売や加工によ

 

り付加価値をつけて販売する等により、経営の利益・所得向上を目指す取組み」と定義した。】

80.6%

68.5%

23.6%

15.8%

3.0%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

農産物加工

直接販売

農家レストラ ン

観光農園

農家民宿

その他

日本公庫

 

６次産業化に関するアンケート調査結果

③６次産業化操業年数・黒字化年数

年数 項目
13.5 ６次産業化操業年数（平均）
4.1 黒字化年数（平均）
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都市からも観光地等から
も離れている

無回答



④販売形態（複数回答可）

⑤主な販売先（複数回答可）
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６次産業化に関するアンケート調査結果



⑥広報活動（最大３つまで回答可）
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⑦営業・販路開拓方法（最大３つまで回答可）

⑧６次産業化に取り組んだメリット（最大３つまで回答可）
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メリットはない

日本公庫

 

６次産業化に関するアンケート調査結果

44.8%

43.6%
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物産展・収穫祭等消費者向けイ ベントへの参加

役員等の個人的人脈の活用
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流通業者･飲食店・加工業者・旅行会社等への個別営業

自社営業部門の強化

ダイ レクトメール・通販カ タログ等の送付

デパート・スーパー等での実演販売

訪問販売
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⑨６次産業化に取り組むにあたって重要と考えるもの（最大５つまで回答可）

⑩今後の展開

76.2%

17.7%

0.0%
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4.9%

拡大
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縮小

廃止

無回答
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55.8%

54.5%

52.7%

39.4%
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26.7%

24.8%

17.6%

17.0%

12.1%
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1.8%
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当該事業に必要な人材の確保
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事業開始・継続にあたっての円滑な資金調達

マーケティングに基づいた商品開発

販路拡大に向けた積極的な営業活動

クレーム対応や情報開示等による丁寧な顧客対応

地域との良好な関係

外部専門家や業種を超えた人脈等を活用した事業計画の策定

新製品、イ ベント等、常に新しい企画の展開

効果的な広報活動

ジャンルにこだわらない幅広い情報収集

その他

日本公庫

 

６次産業化に関するアンケート調査結果
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